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平成 27 年度グローバル人材育成に関する意識調査集計結果報告書 

 

Ⅰ 実施期日  平成 27年度新入生オリエンテーション実施日 

平成 27 年 4 月 3 日(金)、6 日(月)、8日(水) 

 

Ⅱ 実施場所  鶴甲第一キャンパス B110 講義室 

 

Ⅲ 調査対象  平成 27年度学部新入生全員(2,625 名) 

 

Ⅳ 実施方法  紙媒体(調査用紙)、無記名選択回答式 

オリエンテーション実施時間内で調査用紙に回答し、オリエンテーション

終了時に提出 

 

Ⅴ 調査事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１． TOEIC 又は TOEFL-iBT 試験を受験したことがありますか？ 

２． TOEIC 又は TOEFL-iBT 試験を受験したいですか？ 

３． 海外留学の経験はありますか？ 

４． 在学中の海外留学を希望しますか？ 

 ４－１ 【是非留学したい・できれば留学したい】希望する留学先（国・地域）は？（複数回答可） 

 ４－２ 【是非留学したい・できれば留学したい】留学に際し何か不安がありますか？ 

【留学したいと思わない・わからない】その理由は何ですか？ 

５． 英語圏の留学申請には，TOEFL のスコアが必要だということを知っていますか？ 

６． 現在，考えている将来の就職先は？ 

７． 就職後，海外での勤務を希望しますか？ 

８． グローバル人材として持つべき重要だと思う素質，知識・能力は？（回答 3 つまで） 

９． 卒業時に実現したい英語能力は？ 
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Ⅵ 回答状況 

 入学者(2,625 名)のうち、1,917 名から

回答があり、全体の回答率は 73.0%で、

H26(㉖82.2%)比で約 10 ポイント下落し

た。(注：㉖は平成 26 年度を表す。以下同じ) 

学部別では、文学部のみが 90%以上を

示し、医学部医学科は 50%を下回った。 

 

 

 

 

１． TOIEC 又は TOEFL-iBT 試験を受験したことがありますか？ 

「受験したことがある」は、6.9 %(㉖

7.1%)で H26 とほぼ同程度の率を示して

いる。 

10%を超している学部は、国際文化学部

14.2 %( ㉖ 15.5%) 、 医 学 部 医 学 科

13.3 %(㉖7.8%)の 2学部である。 

「経済社会の発展を牽引するグローバ

ル人材育成支援」の取組 6学部(以下、「Ｇ

取組学部」)では、文学部 7.0%(㉖8.7%)、

国際文化学部 14.2%(㉖15.5%)、発達科学

部 4.7%(㉖4.6%)、法学部 3.2 %(㉖5.4%) 、経済学部 6.3 %(㉖7.2%) 、経営学部 9.4 %(㉖6.8%) 

となっている。 

 

２．TOEIC 又は TOEFL-iBT 試験を受験したいですか？ 

回答者(1,917 名)の 68.6%が「はい」(受

験したい)と回答し、昨年度(㉖74.1%)か

ら約 6ポイント下落した。 

全学部とも 60％超が「受験したい」と

回答し、G 取組学部では、経営学部

79.7%(㉖79.7%)、経済学部 67.4%(㉖

78.3%)、国際文化学部 66.9%(㉖86.1%)、

法学部 65.4%(㉖82.5%)、発達科学部

64.5%(㉖71.7%)、文学部 64.0%(㉖74.8%)

の順となっている。 

 

(参考) 平成 26 年度の英語外部試験受験状況は学部全体では 82.2% であり、その内訳は、国際文化学部

98.6%、文学部 92.6%、経営学部 90.7%、法学部 84.2%、発達科学部 83.9%、経済学部 78.3% である。 
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３．海外留学の経験はありますか？ 

留学経験が「ある」は、7.3%となって

おり、昨年度(㉖6.7%)とほぼ同程度の率

を示している。昨年度最も高い率(㉖

13.2%)を示した国際文化学部は約 2ポイ

ント増の 15.0% であったが、今年度一番

高い率を示したのは医学部医学科で

22.2%(㉖11.7%)だった。 

G 取組学部では、合計 79 名(㉖82 名)

で内訳は文学部 8 名、国際文化学部 19

名、発達科学部 15 名、法学部 9名、経済

学部 15 名、経営学部 13名である。取組学部以外の学部では、61 名(㉖62 名)である。 

 

４．在学中の海外留学を希望しますか？ 

「是非留学したい」21.2%(㉖21.0%)、

「できれば留学したい」33.9%(㉖33.7%)

で、合せて回答者の半数以上が昨年度同

様に留学の希望を持っている。 

学部別では、国際文化学部が 93.7%(㉖

88.4%)と、昨年に引き続き高い率で海外

留学を希望している。他の学部では、概

ね 50%前後の学生が海外留学の希望を持

っている。一方、全体の 24.3%(㉖24.6%)

の学生から「留学したいと思わない」の

回答があった。経済学部 30.3%(㉖

26.09%)、理学部 36.0%(㉖31.2%)、で 30%超となっている。 
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４－１ 【是非留学したい】・【できれば留学したい】希望する留学先(国・地域)は？(複数回答可) 

全回答件数の内、「アメリカ・カナダ」

27.1%(㉖28.3%)、「イギリス」16.5%(㉖

16.6%)、「オーストラリア・ニュージーラ

ンド」15.4%(㉖15.1%)と英語圏の国が昨

年度と同様に上位を占めた。 

続いて、「フランス」10.7%(㉖11.2%)、

「ドイツ」10.9%(㉖11.0%)、「その他 EU

諸国」7.5%(㉖7.5%)と、EU 域内への希望

が多く、「ロシア」、アジア地域はそれぞ

れ 1%程度である。 

 

４－２ 留学に際し何か不安はありますか？ 

     「留学したいと思わない」その理由は何ですか？ 

全回答者の 90.2%(㉖87.1%)の学生が留学に対して何らかの不安を持っている。 

理由別では、「語学力に対する不安」(42.0%)が一番高く、続いて「経済的問題」(31.0%)、

「留年に対する不安」(18.0%)、「その他」(5.2%)、「就職に対する不安」(3.7%)となっている。 

「その他」の理由では回答件数全 114 件に対して「治安に対する不安」に関する記述が 40

件であり、約 35% と多くなっている。また、それぞれの内訳は「是非留学したい」回答者の

自由記述数 28件に対して 14件、「できれば留学したい」回答者については 19件中 9件、「留

学したいと思わない」回答者 47 件中 9 件、「分からない」回答者 20 件中 8 件である。
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また、「留学の希望の有無」と「留学に

対する不安要因」を見てみると、「是非留

学したい」と回答した学生の不安要因は、

「語学力」37.4%、「経済的問題」33.7%

で、「できれば留学したい」と回答した学

生では、「語学力」41.8%、「経済的問題」

33.9%となっている。「留学したいと思わ

ない」学生でも、「語学力」44.0%、「経済

的問題」26.3%と、留学に対する意欲に関

わらず、「語学力」と「経済的問題」に対

する不安の率が高くなっている。 
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●「是非留学したい」回答者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「できれば留学したい」回答者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安・理由の【その他】（自由記述） 

 IS 等の武力組織への不安（文） 

 治安に対する不安（国文） 

 治安（国文） 

 食物アレルギー（国文） 

 治安（国文） 

 国際情勢が不安定だから（治安）（国文） 

 治安に対する不安、外国人差別による不安（国文） 

 海外で自分の身を自分で守れるかに対する不安（国

文）  

 留学先の治安（国文） 

 4 年で卒業したいから（国文） 

 全学共通を勝ち取れるか不安（発達） 

 単位互換ができるかどうか（発達） 

 治安（経済） 

 特になし（経済） 

 ない（経済） 

 現地の学生とうまくなじめるかどうか不安（経済） 

 部活動をしながらできるのか（経営） 

 海外の治安への不安（経営） 

 食物アレルギーの不安（医医） 

 安全面（テロ等）（医医） 

 その国々の治安情勢（工） 

 1 つの経験として（工） 

 治安（工） 

 性行為後のエイズ感染の確率の高さ（工） 

 特にないからです。（工） 

 1 年他の人と別の時間を経験すること（工） 

 治安、事故等（海事） 

 治安（海事） 

 治安に対する不安（文）  

 治安が悪かったりするから。（文）  

 めっちゃ人見知りすること（国文） 

 治安（発達） 

 バイトとの折り合い（発達） 

 治安（発達） 

 食べ物（法） 

 安全に対する不安（法） 

 文化のちがいに対する不安（法） 

 話せんとさみしいから（経営） 

 留学意義（経営） 

 身体の安全に対する不安（経営） 

 留学先での人間関係、勉強とか（理） 

 食物アレルギーがあり、食事の心配あり（医保） 

 環境になれることができるか（医保） 

 治安（工） 

 積極性のなさ（農） 

 治安（海事） 

 留学先の治安（海事） 
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●「留学したいと思わない」回答者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「分からない」回答者 

 

   食べ物が不安（文） 

 安全管理が心配だから（発達）  

 治安に対する不安（発達）  

 治安が悪いから（発達） 

 何も考えていない（法） 

 異文化になじめるか、黄色人種に対する差別（法） 

 世界情勢が危険（法） 

 食生活が不安（経済） 

 特にモチベーションがない（医医） 

 神大での勉強をまず大事にしたい。（医保） 

 生可情勢の不安定さ（安全の保障がされないので）

（医保） 

 健康面の不安（工） 

 興味を持っていないから（工） 

 興味がわかない（工） 

 治安の悪さ。飛行機が恐ろしい。（工） 

 手続きとかが大変そう（工） 

 テロなどの国際情勢に対する不安（工） 

 時間が貴重だから（工） 

 時間がない（海事） 

 治安（海事） 

 

 留学に興味がない（文） 

 行きたいと思わないから（文） 

 あまり興味がない（発達） 

 日本より安全な国はないと思うから（発達） 

 治安が悪いことへの不安（発達） 

 万が一の時（犯罪、大けが等）対処できないから（発

達）  

 興味がないから（発達） 

 特に興味がないから（発達）  

 治安の悪さに対する不安（法） 

 興味がない（法） 

 海外でやりたいことがない。（法） 

 必要性を感じない。（法） 
 治安（経済） 

 留学に対してさほどメリットを感じない。（経済） 

 健康面（経済） 

 イスラム国などの影響で海外へ行くのが恐い。（経

済） 

 留学先の治安、差別に対する不安（経営） 

 行きたいと思わないから（経営） 

 興味がわかない（理） 

 今、日本で留学しているから（理） 

 したい理由がない（理） 

 馬鹿らしい（理） 

 卒業してから、院に入ってから留学を考えている。

（理） 

 日本のことで手一杯です。（医医） 

 音楽関係でヨーロッパ留学をしたいと思うが、自分は医

学部保健学科なので。（医保） 

 生活に慣れない（医保） 

 大学での勉強が忙しそうだから。（医保） 

 語学が必要感じない（医保） 

 興味がないから（医保） 

 行きたいと思う理由がない（工） 

 コミュニケーション能力に対する不安（工） 

 家庭を守るため（工） 

 よく分からないから（工） 

 興味がない（工） 

 興味がない（工） 

 治安に対する不安（工） 

 ひとみしり（工） 

 国外に出たくないから（工） 

 するなら、卒業後に留学したい。（工） 

 興味がない（工） 

 めんどくさい（工） 

 留学する理由がない。（工） 

 魅力を感じない（農） 

 別に行きたくないから（農） 

 外国での暮らしが不安（農） 

 必要性に対する疑問（農） 

 クラブに支障が出る（海事） 
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５．英語圏の留学申請には、TOEFL のスコアが必要だということを知っていますか？ 

「知っている」は、全体では 49.3%で、

昨年度(㉖47.5%)と同様に 50%未満とな

っている。 

学部別では、昨年度と同じく国際文化

学部が 83.5%(㉖93.0%)と高い率で、他の

学部では概ね 50%前後であるが、経営学

部及び医学部医学科は「知っている」の

率が増となり、60%を超えた。 

 

 

 

 

６．現在、考えている将来の就職先は？ 

「国内企業」が 44.7%(㉖45.2%)、「国

内公的機関・団体」が 15.0%(㉖13.6%)と

日本国内での就職を考えている学生が、

50%超となっている。 

「外国企業」2.2%(㉖2.0%)、「国際的機

関・団体」6.5%(㉖6.2%)で、外国企業や

国際的機関等への就職を考えている学生

は、昨年度と同様に 10%未満という率と

なっている。 

学部別では、国際文化学部が「外国企

業」、「国際的機関・団体」合わせて

22.8%(㉖28.1%)で、他の学部では、「外国

企業」、「国際的機関・団体」合わせて概

ね 10%前後となっている。 
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７．就職後、海外での勤務を希望しますか？ 

全体では、「国・地域を選ばず希望する」

が 5.7%(㉖6.6%)、「国・地域によっては

希望する」が 48.3%(㉖50.3%)で、半数以

上の学生が海外勤務の希望を持っている。 

学部別では、国際文化学部が、「国・地

域を選ばず希望する」が 8.7%(㉖16.3%)、

「国・地域によっては希望する」が

63.0%(㉖66.9%)で、約 70%（㉖約 85%）の

学生が海外勤務を希望している。他の学

部においても概ね 50%前後の学生は海外

勤務を希望している。 

 

８．グローバル人材として重要だと思う素質、知識・能力は？(回答 3 つまで) 

「語学力・コミュニケーション能力」

が重要であるとの回答が 31.4%と一番高

く、続いて、「主体性・積極性、チャレン

ジ精神」19.5%、「異文化を理解する能力」

13.7%、「協調性・柔軟性、責任感・使命

感」13.2%の順となっている。 

その他の「素質、知識・能力」では、

いずれも 10%以下の回答であった。率が

低いのは「公共性・倫理観」1.8%、「メデ

ィア・リテラシー」0.8%となっている。 

 

９．卒業時に実現したい英語能力は？ 

全体では、「就職後の仕事上での会話レ

ベル」35.8%(㉖36.8%)、「日常生活上の会

話レベル」30.6%(㉖28.6%)、「相手に自分

の意思を的確に表現できるレベル」

24.5%(㉖26.7%)、「海外旅行での会話レベ

ル」8.9% (㉖7.6%)の順となっている。   
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G 取組学部別で高い回答があったレベ

ルは、文学部：「日常生活上の会話レベル」

36.8%、国際文化学部：「意思を的確に表

現できるレベル」47.2%、発達科学部：「日

常生活上の会話レベル」38.5%、法学部：

「仕事上での会話レベル」35.9%、経済学

部：「仕事上での会話レベル」46.3%、経

営学部：「仕事上での会話レベル」39.9%

である。 

 

レベル別で高い比率を見ると、「自分の

意思を的確に表現できるレベル」では、

国際文化学部が 47.2%(㉖46.5%)で最も

高い率を示した。昨年度は法学部が

30.1%で次点であったが、本年度は医学部

医学科が約 16 ポイント増となり

44.4%(㉖28.6%)で次に高い率となった。 

「仕事上の会話レベル」では、経済学

部 46.3%(㉖43.0%)、続いて海事科学部

45.9%(㉖43.0 %)。「日常生活上の会話レ

ベル」では、医学部保健学科 47.3%(㉖

32.8%)、続いて発達科学部 38.5%(㉖

42.5%)。「海外旅行での会話レベル」では、

文学部 15.8%(㉖6.1%)、続いて発達科学

部 12.0%(㉖10.0%)となっている。 
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H27 36.8 17.3 38.5 31.4 28.0 23.9 30.0 13.3 47.3 29.7 37.0 23.6 30.6

H26 32.2 11.6 42.5 31.9 22.7 24.9 27.2 27.3 32.8 29.3 31.3 20.3 28.6

0

20

40

60

卒業時に実現したい英語能力

【日常生活上の会話レベル】

(％)

文学

部

国際

文化

学部

発達

科学

部

法学

部

経済

学部

経営

学部

理学

部

医学

部医

学科

医学

部保

健学

科

工学

部

農学

部

海事

科学

部

合計

H27 15.8 2.4 12.0 5.8 6.3 7.2 7.0 6.7 10.7 10.1 11.1 7.0 8.9

H26 6.1 0.8 10.0 7.2 5.8 6.2 8.8 13.0 9.2 9.0 5.6 8.2 7.6

0

5

10

15

20

卒業時に実現したい英語能力

【海外旅行での会話レベル】

(％)


